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ペットボトルキャップの
リサイクルにご協力あり
がとうございます！！！

LINEでお得なクーポン

配信！登録はコチラ⇒
木曜日は午前診療
診療時間 8：00～12：30

昨年も皆さまにご協力いただき、累計
289名分のポリオワクチンにペットボト
ルキャップが変身しました♪厚く御礼申
し上げます。

昨年5月から始めたので、1年半経過しましたが、289名も
のお子さんが「ポリオ」という難病になるのを防ぐことができ
る医療を受けれることになり、うれしいのと「継続は力なり」
というのを実感しております。

また、この取り組みをしていく中で、私自身リサイクル運動
の意義やポリオという病気への理解が深まりました。このへん
患者の皆さんにも知っておいていただくといいかな思いました
。それで、今月はポリオという病気やペットボトルのリサイク
ルをすることについて詳しくお伝えしたいと思います。



ポリオ（小児麻痺）とはポリオウィルスのせいで、手足の筋
肉が麻痺してしまう病気です。麻痺は一生続き、治す方法はあ
りません。しかし、予防接種を受けることでポリオになること
を防げるのです。

日本では生後2か月から数回
の接種を行うことでポリオは発
生していません。

しかし海外では依然としてポ
リオが流行している地域もある
のです。
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保険
適用

・指先からの少量の血液(1~2滴）で検査ができます！ 
・１歳のお子様でも簡単に検査可能です！

注射をしない！

41種類のアレルギーが

３０分でわかります！

▼詳しくはコチラ▼

ポリオワクチン接種光景

そんな訳でポリワクチン接種を推進することは健康に人生を
送ることをプレゼントすることにつながるのです。

そして、ペットボトルキャップのリサイクルについて。

この取り組みを続けていく中で、「なるほど！」と思えること
がいくつもありました。ここからはペットボトルキャップのリ
サイクルにまつわ話をさせていただきます。

キャップのリサイクルをする理由ですが、これには「いかに
リサイクルの品質をあげてよりワクチンを供給できるか」とい
った視点で運用されているのです。



この病気は要注意！

心臓や脳などの重い病気

注意力低下で交通事故を

起こしやすいです。

当院の検査や治療のメリット

自宅で検査や治療が可能です。

病院へ通院する必要はありません。

治療開始後すぐに病気の改善が可能！

詳しくは

コチラ

キャップだけのリサイクルについては以下の３つのポイントが
あります。

1.リサイクル製品の品質
実はペットボトル本体とキャップは素材が違うので工場で分け

ることができるのです！ペットボトル本体のポリエチレンテンフ
タレート（PET）は水より重く水の中で沈みます。対してキャ
ップに使われているプラスチックであるポリプロピレン（PP）
とポリエチレン（PE）は水より軽く水に浮きます。この比重の
差を利用するのです。

ただし、工場でこの「比重分離」ができるといっても100％
完璧ではありません。また、キャップ素材が少なければ少ないほ
ど作業の効率や品質は良くなります。

それで、回収を促進するためにコンビニ
などではあえて「分別回収」をせずにペッ
トボトルを「丸ごと」回収する方法をとっ
たりしているのです。

2.リサイクル回収の過程のコスト
ペットボトルとキャップが一体化してい

るということは中に液体が入っています。

そうすると、ペットボトルを回収及び運搬する際にペット
ボトルにたまっている液体がこぼれたりする。すると作業す
る方やリサイクル機材を汚し、清掃費といった形で余計な支
出が生じてしまうのです。



ペットボトルはキャップをつけたま
まだと中に空気が入ることで、プレス
する時に、機械の中で「爆発」のよう
な状態になってしまうのです。そうす
ると小規模な機械では爆発したペット
ボトルの破片で故障の原因になってし
まいます。これもまた回収費用の増大
につながってしまいます。

こういった部分はまさに「塵も積もれば山となる」で、もと
もと薄利なリサイクル製品ですから、結構重要ですよね。

3.リサイクルにつかうプレス機

耳そうじが大好きな方、
耳そうじのトラブルで
お悩みの方、必見！
耳そうじの全てをご紹介！

耳そうじなんでもサイト

これらの問題は、ペットボトルからキャップを外せばリスク
を避けることができ、リサイクルするまでの費用が増えるのを
押さえることができます。

ただし、ペットボトルキャップのリサイクルはまだまだ過渡
期であり、もっと効率的な回収や高品質なリサイクルプラスチ
ック製品ができていくと思います。

ささやかではありますが、私はこの取り組みが地球環境を守
る「真の循環型社会」の第一歩となることを信じています。

当院ではこれからもペットボトルキャップのリサイクルに取
り組んでまいります。引き続きご協力よろしくお願いします！
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